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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対向する桟と、ガラスパネルとを備え、
　桟のそれぞれは、
　　見込み方向一方側の内周側に見込み面部と、
　　見込み方向他方側の内周側に見込み面部より突出する立ち上がり部と、
　を有し、
　ガラスパネルは、
　　ガラス板と、
　　対向する第一ガラスパネル枠と、
　　対向する第二ガラスパネル枠と、
　を有し、
　第一ガラスパネル枠のそれぞれは、
　　内周側に開口しガラス板を保持する第一ガラス溝と、
　　第一ガラス溝の見込み方向一方側溝壁から外周側に延設する見付け面部と、
　　第一ガラス溝の外周側に位置し、桟の見込み面部に当接する当接部と、
　を有し、
　第二ガラスパネル枠のそれぞれは、内周側に開口しガラス板を保持する第二ガラス溝を
有し、
　第一ガラスパネル枠の第一ガラス溝がガラス板の一の対向する辺を保持し、かつ、第二
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ガラスパネル枠の第二ガラス溝がガラス板の他の対向する辺を保持し、第一ガラスパネル
枠と第二ガラスパネル枠により四周枠組みされ、
　一の桟の見込み面部と一の第一ガラスパネル枠の当接部とが当接されるとともに固着さ
れ、他の桟の見込み面部と他の第一ガラスパネル枠の当接部とが当接されるとともに固着
される、
　パネル体。
【請求項２】
　対向する桟に両端を保持された１以上の中桟をさらに有することを特徴とする請求項１
に記載のパネル体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ドア、門扉、塀、スクリーンなどを構成するパネル体に関し、特に、一部に
ガラス材を含むパネル体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、高級感を醸し出すなど外観上の意匠性を高めるため、パネル状の建具やエク
ステリア、即ち、ドア、門扉、塀、スクリーンなどのパネル体の一部に、ガラス板などの
ガラス材を備えるものが知られている。
【０００３】
　例えば、特許文献１では、構造と外観においてパネル状のドアや仕切り壁などの要素を
改良するために、ガラスパネルが、接着剤や粘着テープによりフレ－ムの表面などで固定
されているドアなどの要素が開示されている。
【０００４】
　また、特許文献２では、自由なデザインに仕立てることができるドアの組み立てキット
を提供するために、二本の縦ガマチと、複数枚のパネル板と、パネル板の数より一枚少な
い枚数のパネル接続板などとをセットにし、パネル板の一部をガラス板に代えたキットが
開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００９－１５０２１１号公報
【特許文献２】実用新案登録第３１１６４６６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、特許文献１や特許文献２に開示された発明では、ドアなどのパネル体を製造す
る工程において特に周囲などに何も備えないガラス板自体を取り扱うこととなり、また、
ガラス板をフレーム（桟）に接着テープなどで固定したり、桟にガラス板を保持する溝を
形成したり、別途ガラスホルダーを用意したりすることが必要となる。そうすると、ガラ
ス板の破損に注意しながら組み立てる必要があるので、パネル体の製造工程に時間がかか
り、また、構造体となる桟の製造において製造工程が増加する場合もある。
【０００７】
　そこで、本発明は、上記問題に鑑みてなされたものであり、本発明の目的とするところ
は、パネル体の製造工程においてガラス板のみを取り扱う必要がなく、パネル体の構造体
である桟にガラス板を保持する溝を形成する必要がないパネル体を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するために、対向する桟と、ガラスパネルとを備え、桟のそれぞれは、
見込み方向一方側の内周側に見込み面部と、見込み方向他方側の内周側に見込み面部より
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突出する立ち上がり部と、を有し、ガラスパネルは、ガラス板と、対向する第一ガラスパ
ネル枠と、対向する第二ガラスパネル枠と、を有し、第一ガラスパネル枠の第一ガラス溝
がガラス板の一の対向する辺を保持し、かつ、第二ガラスパネル枠の第二ガラス溝がガラ
ス板の他の対向する辺を保持し、第一ガラスパネル枠と第二ガラスパネル枠により四周枠
組みされ、第一ガラスパネル枠のそれぞれは、内周側に開口しガラス板を保持する第一ガ
ラス溝と、第一ガラス溝の見込み方向一方側溝壁から外周側に延設する見付け面部と、第
一ガラス溝の外周側に位置し、桟の見込み面部に当接する当接部と、を有し、第二ガラス
パネル枠のそれぞれは、内周側に開口しガラス板を保持する第二ガラス溝を有し、一の桟
の見込み面部と一の第一ガラスパネル枠の当接部とが当接されるとともに固着され、他の
桟の見込み面部と他の第一ガラスパネル枠の当接部とが当接されるとともに固着される、
パネル体が提供される。
　これによれば、パネル体の桟にガラス板を保持する溝や接着剤などが不要となり、また
、ガラス板の破損に必要以上に注意することが不要となり、ガラスパネルを組み込んだパ
ネル体の製造が容易になる。また、ガラスパネル枠の見付け面部が、ガラスパネルと桟の
当接部分のつなぎ目を覆うので優れた外観を呈することができる。また、桟が立ち上がり
部を有することにより、ガラスパネルの見込み方向の位置決めを容易にし、保持力を高め
、また桟としての強度を確保することができる。また、パネル体の所定の強度を維持しつ
つ、パネル体におけるガラスパネル面を大きくすることができる。
【０００９】
　さらに、対向する桟に両端を保持された１以上の中桟をさらに有することを特徴として
もよい。
　これによれば、ガラスパネルに隣接して中桟を備えるパネル体を提供することができる
。
【発明の効果】
【００１０】
　以上説明したように、従来パネル体にガラスパネルを取り付ける場合には、パネル体の
桟自身にガラス板を保持する溝や接着剤などが必要となり、また、パネル体の桟に直接ガ
ラス板を嵌め込む工程や貼り付ける工程が必要であったが、本発明によれば、パネル体の
桟にガラス板を保持する溝や接着剤などが不要となり、また、ガラス板の破損に必要以上
に注意することが不要となり、ガラスパネルを組み込んだパネル体の製造が容易になる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明に係る第一実施例の門扉を示す正面図。
【図２】本発明に係る第一実施例の門扉を示す背面図。
【図３Ａ】本発明に係る第一実施例におけるパネル体を示す縦断面図（図１におけるＡ－
Ａ断面）。
【図３Ｂ】本発明に係る第一実施例におけるパネル体を示す横断面図（図１におけるＣ－
Ｃ断面）。
【図４】本発明に係る第一実施例におけるパネル体を示す縦断面図（図１におけるＢ－Ｂ
断面）。
【図５Ａ】本発明に係る第一実施例におけるガラスパネルを示す縦断面図（図１における
Ａ－Ａ断面）。
【図５Ｂ】本発明に係る第一実施例におけるガラスパネルを示す横断面図（図１における
Ｃ－Ｃ断面）。
【図６】本発明に係る第一実施例における中桟を示す横断面図。
【図７】本発明に係る第一実施例における中桟の連結状態を示す横断面図（図１における
Ｃ－Ｃ断面）。
【図８】本発明に係る第一実施例における中桟などの変形例を示す横断面図。
【図９】本発明に係る第一実施例における竪桟を示す横断面図（図１におけるＣ－Ｃ断面
）。
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【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下では、図面を参照しながら、本発明に係る実施例について説明する。
＜第一実施例＞
　図１は、本発明に係る第一実施例の門扉１を、正面側（敷地外方側、または、本明細書
において、一方側）から示すものである。
【００１３】
　門扉１は、例えば戸建て住宅等の敷地の内と外を画するための出入り口として設けられ
るものである。門扉１は、地面から立設された支持体としての２本の門柱３と、これらの
門柱３に、丁番４を介して、それぞれ開閉自在に支持された左右対称の２つの扉２とを備
える。門柱３は、アルミ形材製であり、地中に埋設された基礎（図示せず）に下端が固定
され、片持ち状に上方に延びて立設されているが、特にこれに限定されるものではなく、
他の材料から形成されていてもよいし、門柱３の代わりに塀やフェンスが丁番を介して扉
２を支持してもよい。丁番４は、回動部材からなり、１つの門柱３に上下２つが固定され
、１つの扉２をその２つの丁番４でもって回動自在に支持する。
【００１４】
　扉２は、吊元側を門柱３に固定された丁番４により支持される竪桟５０と、反対側であ
る戸先側に配され把手８０や鍵９０を備える竪桟５０’と、両端の竪桟５０／５０’の間
に配された２つの中桟４０と、竪桟５０と中桟４０の間に配されたガラスパネル２０と、
上記各部材の上下両端を覆う目板６０／６０’、およびその他の部材（後述）を備えるパ
ネル体１０から構成される。２つの扉２の戸先側の竪桟５０’同士が突き合わされて、一
方の竪桟５０’が有するラッチ（図示せず）が、他方の竪桟５０’が有するラッチ受け（
図示せず）に係合して２つの扉２が閉じられる。
【００１５】
　図２は、本発明に係る第一実施例の門扉１を、背面側（敷地内方側、または、本明細書
において、他方側）から示すものである。図１と同じ記載は省略し、異なる部分のみを述
べる。扉２は、さらに、竪桟５０と中桟４０の間に配された目隠しパネル７０を備える。
したがって、扉２は、正面側から見た場合に見えたガラスパネル２０の裏、すなわち、ガ
ラスパネル２０の見込み方向他方側に、目隠しパネル７０を備えることになる。これによ
り、ガラスパネル２０のガラス部分が透明度の高い場合であっても、敷地の外側から内側
への視線を遮ることができ、プライバシーの確保が図られる。目隠しパネル７０は、透明
度の低いガラスパネルの場合など不要な場合があり、選択的に備えられる。
【００１６】
　図３Ａと図３Ｂは、本実施例の門扉１における扉２、すなわち、パネル体１０を示す縦
断面図（図１におけるＡ－Ａ断面）および横断面図（図１におけるＣ－Ｃ断面）である。
パネル体１０は、上下方向に対向する２つの桟３０と、その２つの桟３０に挟まれるよう
にガラスパネル２０とを備える。本実施例では、２つの桟３０は、上下方向に対向し一対
をなすが、これに限定されず、２つの桟は、左右方向に対向し一対をなしてもよい。上と
下の桟３０は、本実施例では同じ断面形状をなすが、これに限定されず、ガラスパネル２
０を間に保持でき、門扉１の扉２としての強度を維持できる限り、２つの桟３０の形状は
お互いに異なっていてもよい。
【００１７】
　ガラスパネル２０は、ガラス板２１と、対向する２つの第一ガラスパネル枠２２と、対
向する２つの第二ガラスパネル枠２３とを有し、第一ガラスパネル枠２２と第二ガラスパ
ネル枠２３とによりガラス板２１の四周を枠組みすることにより構成されている。本実施
例では、２つの第一ガラスパネル枠２２は、上下方向に対向し一対をなすが、上述したよ
うに、２つの桟３０が左右方向に対向し一対をなす場合には、同様に左右方向に対向し一
対をなす。この場合、２つの第二ガラスパネル枠２３は、本実施例では左右方向に対向し
一対をなすが、上下方向に対向し一対をなすこととなる。また、本実施例では、一対の第
一ガラスパネル枠２２は、互いに同じ断面形状をなし、同形同大であるが、これに限定さ
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れず、異なる断面形状などを有していてもよい。また、同様に、一対の第二ガラスパネル
枠２３は、互いに同じ断面形状をなし、同形同大であるが、これに限定されず、異なる断
面形状などを有していてもよい。
【００１８】
　上述したように、本実施例におけるパネル体１０は、さらに、竪桟５０／５０’と、中
桟４０と、目板６０／６０’と、目隠しパネル７０などを有する。図４に示すように、中
桟４０は、両方の見込み面の上下両端部に切欠き部４１を有し、それぞれの切欠き部４１
に対向する桟３０を嵌め込むことにより、中桟４０の上下の両端が保持される。なお、目
板６０／６０’の左右の両端にはキャップを設けることが好ましい。
【００１９】
　ただし、桟３０とガラスパネル２０以外の、竪桟５０／５０’と、中桟４０と、目板６
０／６０’と、目隠しパネル７０などの部材は、本発明にかかるパネル体においては選択
的に用いられるものであり、対向する２つの桟３０と、その２つの桟３０に挟まれるよう
にガラスパネル２０とを備え、桟３０とガラスパネル２０が以下の構成を有する限り本発
明を構成する。
【００２０】
　図４に示すように、桟３０のそれぞれは、見込み方向一方側（敷地外方側）の内周側（
パネル体１０の中心寄りの側）に見込み面部３１と、見込み方向他方側（敷地内方側）の
内周側に見込み面部３１よりパネル体１０の中心より方へ突出する立ち上がり部３２とを
有する。これにより、ガラスパネル２０の見込み方向の位置決めを容易にし、保持力を高
めるので、ガラスパネル２０を組み込んだパネル体１０の製造が容易になる。また、立ち
上がり部３２が見込み面部３１から突出することにより桟３０の面積を大きくすることが
できるので、桟３０としての強度を確保することができる。また、その結果、桟３０の外
周側端からの見込み面部３１の高さを小さくしても、パネル体１０の所定の強度を維持し
つつ、パネル体１０におけるガラスパネル面を大きくすることができ、外観上優れたパネ
ル体を提供することができる。なお、桟３０や竪桟５０／５０’は中空であり、インター
ホンの配線スペースとすることができる。また、見込み面部は、見込み方向一方側端部に
位置する内周側の見込み面部であってもよい。
【００２１】
　また、図５Ａと図５Ｂは、本実施例におけるガラスパネル２０を示す縦断面図（図１に
おけるＡ－Ａ断面）および横断面図（図１におけるＣ－Ｃ断面）である。これらが示すよ
うに、ガラスパネル２０の対向する２辺に取り付けられた第一ガラスパネル枠２２のそれ
ぞれは、内周側に開口しガラス板２１を保持する第一ガラス溝２２１と、第一ガラス溝２
２１の見込み方向一方側溝壁２２５から外周側に延設する見付け面部２２２と、第一ガラ
ス溝２２１の外周側に位置し、桟３０の見込み面部３１に当接する当接部２２３とを有す
る。第一ガラス溝２２１の溝底の裏面を当接部２２３とすることで、第一ガラスパネル枠
２２の見付け幅の増大を抑えることができる。なお、保持力向上や防振のため、ガラス板
２１を保持する第一ガラス溝２２１には、圧入されたグレージングガスケット２２４が備
えられることが好ましい。
【００２２】
　本実施例では、２つの桟３０が上下方向に対向し一対をなしているので、２つの第一ガ
ラスパネル枠２２も上下方向に対向し一対をなしているが、２つの桟が左右方向に対向し
一対をなしている場合には、２つの第一ガラスパネル枠も左右方向に対向し一対をなす。
第一ガラスパネル枠２２は、正面側（一方側）視で、溝壁２２５と溝壁２２５から外周側
に延設した見付け面部２２２とが一体となった平面として形成されており、溝壁２２５と
見付け面部２２２の間の境目は視認できない。これは、パネル体１０の正面側においてフ
ラットで一体的な外観が形成されることに貢献する。
【００２３】
　また、第一ガラス溝２２１の外周側に位置する当接部２２３は、桟３０の見込み面部３
１に当接するために、見付け面部２２２に対して垂直なほぼ平面、パネル体１０が鉛直に
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設置されることを前提とすれば水平なほぼ平面である。これは、本実施例における桟３０
の見込み面部３１が水平に形成されることを前提とするものであり、仮に、下側の桟３０
の見込み面部が、図４のような断面視において、立ち上がり部３２の方へ下がる傾き（右
下がりの傾き）を有する場合には、当接部も同じ傾きを以って形成されることとなる。ま
た、第一ガラスパネル枠２２に設けられる当接部２２３は、第一ガラス溝２２１の外周側
の任意の位置に設けることができる。
【００２４】
　また、ガラスパネル２０の対向する残りの２辺に取り付けられた第二ガラスパネル枠２
３のそれぞれは、内周側に開口しガラス板を保持する第二ガラス溝２３１を有する。同様
に、保持力向上や防振のため、ガラス板２１を保持する第一ガラス溝２３１には、圧入さ
れたグレージングガスケット２３２が備えられることが好ましい。なお、本実施例におい
ては、ガラス板２１は、２枚の板ガラスの間に樹脂などの中間膜を挟み接着した、耐貫通
性・耐衝撃性に優れた合わせガラスであるが、これに限定されず、例えば、強化ガラスや
網入りガラスであってもよい。
【００２５】
　また、ガラスパネル２０は、第一ガラスパネル枠２２の第一ガラス溝２２１がガラス板
２１の一の対向する辺を保持し、かつ、第二ガラスパネル枠２３の第二ガラス溝２３１が
ガラス板２１の他の対向する辺を保持することにより、第一ガラスパネル枠２２と第二ガ
ラスパネル枠２３により四周枠組みされている。これによれば、パネル体１０の桟３０に
ガラス板２１を保持する溝や接着剤などが不要となり、また、強固なガラスパネル枠でガ
ラス板２１を四周枠組みされているので、パネル体１０である扉２の組み立て工程におい
て、ガラス板２１の破損に必要以上に注意することが不要となり、ガラスパネル２０を組
み込んだパネル体１０の製造が容易になる。
【００２６】
　そして、一方の桟３０（たとえば、上側の桟３０）の見込み面部３１と一方の第一ガラ
スパネル枠２２（たとえば、上側の第一ガラスパネル枠２２）の当接部２２３とが当接さ
れるとともに固着され、もう一方（他方）の桟３０（たとえば、下側の桟３０）の見込み
面部３１ともう一方（他方）の第一ガラスパネル枠２２（たとえば、下側の第一ガラスパ
ネル枠２２）の当接部２２３とが当接されるとともに固着される。これによれば、第一ガ
ラスパネル枠２２の見付け面部２２２が、ガラスパネル２０の当接部２２３と桟３０の見
込み面部３１との当接部分のつなぎ目を覆うので、優れた外観を呈することができる。固
着の仕方は、本実施例ではビス止めで固定されているが、特にこれに限定されず、接着剤
や両面接着テープなどで固定してもよい。
【００２７】
　パネル体がこのような構成を有することにより、パネル体の組み立て工程以前にガラス
パネル２０を組み立てておくことができる。その結果、パネル体自体の組み立て工程にお
いては、ガラス板のみを取り扱うことはなく、強固なガラスパネル枠により事前に四周枠
組みされたガラスパネル２０を取り扱うことができる。
【００２８】
　したがって、パネル体が以上の構成を有することにより、従来パネル体にガラスパネル
を取り付ける場合には、パネル体の桟自身にガラス板を保持する溝や接着剤などが必要と
なり、また、パネル体の桟に直接ガラス板を嵌め込む工程や貼り付ける工程が必要であっ
たが、本発明にかかるパネル体１０は、パネル体１０の桟３０にガラス板２１を保持する
溝や接着剤などが不要となり、また、ガラス板２１の破損に必要以上に注意することが不
要となり、ガラスパネル２０を組み込んだパネル体１０の製造が容易になる。
【００２９】
　本実施例におけるパネル体１０は、２つの中桟４０を備えるが、これに限定されず、無
くても本発明に係るパネル体を構成することができるし、１つまたは３つ以上の中桟を備
えてもよい。また、図３Ｂや図６が示すように、中桟４０は、ガラスパネル２０側の見込
み面部に第二ガラスパネル枠２３を保持するガラスパネル用溝４２と目隠しパネル７０を
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保持する目隠しパネル用溝４３を有する。中桟４０のガラスパネル側見込み面に、ガラス
パネルの第二ガラスパネル枠２３を保持するガラスパネル用溝４２を設けてあることで、
一般的な中桟タイプのパネル体の組み立てと同等の工程により、一部にガラスパネルを組
み込んだパネル体の組み立てができる。さらに、ガラスパネルの第二ガラスパネル枠２３
が中桟４０のガラスパネル用溝４２に呑み込まれるので、ガラスパネル２０の中桟側端部
が見込み方向に強固に保持され、ガラスパネル２０の取付け強度を確保でき、ガラスパネ
ル２０に隣接して中桟を備えるパネル体を提供することができる。また、中桟４０のもう
一方の見込み面部には、他の中桟４０や竪桟５０’と位置決めしやすいように凹部と凸部
を有する。また、このように凹部と凸部があることにより、中桟４０と竪桟５０’の間か
らの光漏れが起こることを防止できる。
【００３０】
　図７が示すように、中桟４０と竪桟５０とは、一方側および他方側の側面がほぼ同一平
面をなすように位置合わせされる。また、図３Ａや図３Ｂが示すように、中桟４０の見込
み方向一方側の面が、第一ガラスパネル枠２２の見付け面部２２２の面とほぼ同一平面を
なす。これにより、パネル体１０は、パネル体１０の一方側（正面側）においてフラット
で一体的な外観が形成され、外観上優れたパネル体を提供することができる。
【００３１】
　図８が示すように、中桟４０、竪桟５０／５０’、目隠しパネル７０、ガラスパネル（
図示せず）の見付け方向であって左右方向の巾は、パネル体の横巾や使用する中桟の数に
より、さまざまである。図８（Ａ）は、本実施例のように２つの中桟４０を目隠しパネル
７０と竪桟５０’の間に備えるパネル体を示す。また、図８（Ｂ）に示すパネル体では、
目隠しパネル７０、ガラスパネル（図示せず）の見付け方向であって左右方向の巾は、本
実施例のそれらよりも長くなっており、パネル体の巾に応じてそれぞれの巾は調整される
。また、図８（Ｃ）に示すパネル体では、本実施例のパネル体に比べ中桟４０の数が１つ
多い。また、これらの見込み方向の巾もさまざまであることは言うまでもない。
【００３２】
　本図では、ガラスパネルと目隠しパネル７０は、竪桟５０の戸先側に隣接して備えられ
るが、これに限定されず、竪桟５０の戸先側に隣接させて中桟４０を備えて、その中桟４
０の戸先側にガラスパネルと目隠しパネル７０を備えてもよいし、ガラスパネルと目隠し
パネル７０をさらに戸先側に配置して竪桟５０’に隣接させてもよいし、ガラスパネルと
目隠しパネル７０を中桟４０を挟んで複数備えてもよい。この場合、中桟４０は、戸先側
見込み面部にガラスパネル用溝４２と目隠しパネル用溝４３を備え、吊元側見込み面部と
戸先側見込み面部の両方に、ガラスパネル用溝４２と目隠しパネル用溝４３を備えてもよ
い。これにより、ガラスパネルを好みに応じて柔軟にかつ容易に配置させて備えることが
できるパネル体を提供することができる。
【００３３】
　図９が示すように、竪桟５０は、パネル体１０の吊元側に位置し、丁番と接合されるよ
うに形成されているとともに、丁番との接合部の反対側の見込み面部にガラスパネル２０
と目隠しパネル７０を受け入れる溝を備えている。なお、竪桟５０とガラスパネル２０及
び目隠しパネル７０の間に中桟を備えてもよい。また、竪桟５０’は、パネル体１０の戸
先側に配され、把手８０や鍵を備え、もう一方のパネル体１０の竪桟５０’と突き合わさ
れ、ラッチ９１で契合する。
【００３４】
　なお、本実施例では、複数の中桟において互いの形状は同じであるが、これに限定され
ず、互いに異なる形状であってもよい。また、中桟４０は、アルミ押出形材であるが、こ
れに限定されず、ステンレス鋼などの金属製パネル、繊維強化プラスチックパネル、格子
状パネルであってもよい。また、桟３０、竪桟５０／５０’、目板６０／６０’も同様に
アルミ押出形材であるが、これに限定されず、ステンレス鋼などの金属製部材、繊維強化
プラスチック部材であってもよい。
【００３５】
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　ガラスパネル２０の組み立て手順は、以下のとおりである。図１に示すように、ガラス
パネル２０は、上下方向に長辺、左右方向に短辺を有する長方形をなすものである。まず
、ガラス板２１の長辺にグレージングガスケット２３２を、短辺にグレージングガスケッ
ト２２４を嵌め込む。次に、ガラス板２１の一方の長辺に、第二ガラスパネル枠２３の第
二ガラス溝２３１をガラス板２１の一方の短辺に、第一ガラスパネル枠２２の第一ガラス
溝２２１を嵌め込み、第一ガラスパネル枠２２と第二ガラスパネル枠２３とが直角をなす
ように第二ガラスパネル枠の端部とをビス止めにより固定し、連結する。
【００３６】
　その後、同様に、ガラス板２１の他方の長辺を、第二ガラスパネル枠２３を嵌め込み、
先程嵌めた第一ガラスパネル枠２２と直角をなすように第二ガラスパネル枠の端部とをビ
ス止めにより連結する。最後に、ガラス板２１の他方の短辺に第一ガラスパネル枠２２を
嵌め込み、両方の第二ガラスパネル枠２３の端部とビス止めにより固定し、連結する。
【００３７】
　なお、この組み立て手順は一例であり、これに限定されず、たとえば、先に第一ガラス
パネル枠２２と第二ガラスパネル枠２３を直角をなすように連結しておき、連結した部分
にガラス板２１の角を突き当てるようにして、それぞれのガラス溝に嵌め込んでもよい。
以上のガラスパネル２０の組み立て工程、すなわち、ガラス板２１自体を取り扱い、ガラ
ス板２１にガラスパネル枠を嵌め込む工程は、扉１などのパネル体の組み立て工程とは別
工程で行われる。
【００３８】
　パネル体の組み立て手順は、以下のとおりである。ガラスパネル２０の一方の第一ガラ
スパネル枠２２の当接部２２３を一方の桟３０の見込み面部３１に当接させ、ビス止めに
より固着、すなわち位置を定めて固定し、接続する。同様に、ガラスパネル２０の他方の
第一ガラスパネル枠２２の当接部２２３を他方の桟３０の見込み面部３１に当接させ、ビ
ス止めにより固着する。これにより、パネル体が形成される。かかる組み立て手順を行う
ことにより、桟３０の入隅（見込み面部３１と立ち上がり部３２との隅）に、第一ガラス
パネル枠２２の出隅（当接部２２３と他方側溝壁との隅）を突き合わせて固着することが
できるようになるので、ガラスパネル２０をより安定して取り付けることができ、取り付
け強度が向上するとともに、パネル体の組み立てもし易くなる。
【００３９】
　本実施例ではパネル体１０は中桟４０も有するので、さらに、パネル体の桟３０の、ガ
ラスパネル２０が取り付けられた部分以外の部分に、中桟４０の切欠き部４１を嵌め込み
、中桟４０の見込み面の、見込み方向一方側に位置するガラスパネル用溝４２に、ガラス
パネル２０の第二ガラスパネル枠２３を嵌め込む。同様に、目隠しパネル７０を、中桟４
０の見込み面の、見込み方向他方側に位置する目隠しパネル用溝４３に嵌め込む。
【００４０】
　さらに、桟３０の、ガラスパネル２０と上記中桟４０が取り付けられた部分以外の部分
に、戸先側の中桟４０の切欠き部４１を嵌め込み、吊元側の中桟４０の戸先側見込み面に
ある凹部と戸先側の中桟４０の吊元側見込み面にあるガラスパネル用溝４２と目隠しパネ
ル用溝４３の間の仕切りを突き合わせて位置合わせする。この状態で、上下の桟３０とガ
ラスパネル２０、２つの中桟４０、および目隠しパネル７０とをビス止めにより固着する
。このように、パネル体が、さらに中桟４０や目隠しパネル７０を備える場合であっても
、ガラスパネル２０と桟３０のビス止めなどの組み立て作業と同じ方向からの流れ作業な
かで、桟３０と中桟４０および目隠しパネル７０も組み立てることができ、中桟４０等を
含むパネル体であっても、組み立て手順が複雑になることなく、組み立て容易性が確保さ
れる。さらに、竪桟５０の溝に、ガラスパネル２０のもう一方の第二ガラスパネル枠２３
と目隠しパネル７０を嵌め込み、竪桟５０と上下の桟３０とをビス止めにより固着する。
また、竪桟５０’の吊元側見込み面部の凸部および凹部を、戸先側の中桟４０の戸先側見
込み面の凹部および凸部に位置合わせする。この状態で、竪桟５０’と上下の桟３０とを
ビス止めにより固着する。
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【００４１】
　さらに、目板６０／６０’を、ビス止めで強固に一体となった、竪桟５０、ガラスパネ
ル２０、目隠しパネル７０、中桟４０、および竪桟５０’を、上下から覆うようにして被
せる。以上によって、パネル体１０の組み立てが完了する。
【００４２】
　以上のような構成の門扉１の組み立て手順としては、工場等において扉２／パネル体１
０を予め組み立てた上で現地に搬送する。そして、現地において、丁番４の片方を固定し
た門柱３を基礎の上に立設し、他方の丁番４を備えた竪桟５０を有する扉２を、開き具合
を調整して、両方の丁番を係合させて、扉２を備え付ける。以上によって門扉１の組み立
てが完了する。
【００４３】
　なお、本発明は、例示した実施例に限定するものではなく、特許請求の範囲の各項に記
載された内容から逸脱しない範囲の構成による実施が可能である。すなわち、本発明は、
主に特定の実施形態に関して特に図示され、かつ説明されているが、本発明の技術的思想
および目的の範囲から逸脱することなく、以上述べた実施形態に対し、形状、材質、数量
、その他の詳細な構成において、当業者が様々な変形を加えることができるものである。
従って、上記に開示した形状、材質などを限定した記載は、本発明の理解を容易にするた
めに例示的に記載したものであり、本発明を限定するものではないから、それらの形状、
材質などの限定の一部もしくは全部の限定を外した部材の名称での記載は、本発明に含ま
れるものである。
【００４４】
　例えば、第一実施例では、戸建て住宅等の敷地の内外を仕切るための出入り口としての
門扉１について説明したが、門扉１の設置場所は特に限定されるものではなく、住宅以外
の建物に付属して設けられてもよく、また建物に関係なく屋外施設に付属して設けられて
もよい。また、前記実施形態では、両開きで左右対称の扉２を有する門扉１について説明
したが、これに限定されず、片開きタイプや親子タイプの門扉であってもよい。
【００４５】
　また、見込み面部と立ち上がり部を有する対向する桟と、当接部等を有する第一ガラス
パネル枠およびガラス溝を有する第二ガラスパネル枠とで四周枠組みされたガラスパネル
とを備え、見込み面部と当接部が当接し固着されたパネル体は、門扉に限らず、ドアや塀
などに用いることができることは言うまでもない。
【００４６】
　このパネル体をドアや塀などに用いた場合であっても、このパネル体による効果は同様
に得られる。即ち、パネル体の桟にガラス板を保持する溝や接着剤などが不要となり、ま
た、ドアや塀などの製造工程においてガラス板の破損に必要以上に注意することが不要と
なり、ドアや塀などのパネル体の製造が容易になる。また、ガラスパネル枠の見付け面部
が、ガラスパネルと桟の当接部分のつなぎ目を覆うので優れた外観を呈することができる
。また、桟が立ち上がり部を有することにより、ガラスパネルの見込み方向の位置決めを
容易にし、保持力を高め、また桟としての強度を確保することができる。また、パネル体
の所定の強度を維持しつつ、パネル体におけるガラスパネル面を大きくすることができる
。
【符号の説明】
【００４７】
　１　　　門扉
　２　　　扉
　３　　　門柱
　４　　　丁番
　１０　　パネル体
　２０　　ガラスパネル
　２１　　ガラス板
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　２２　　第一ガラスパネル枠
　２２１　第一ガラス溝
　２２２　見付け面部
　２２３　当接部
　２２４　グレージングガスケット
　２２５　溝壁
　２３　　第二ガラスパネル枠
　２３１　第二ガラス溝
　２３２　グレージングガスケット
　３０　　桟
　３１　　見込み面部
　３２　　立ち上がり部
　４０　　中桟
　４１　　切欠き部
　４２　　ガラスパネル用溝
　４３　　目隠しパネル用溝
　５０　　竪桟
　６０　　目板
　７０　　目隠しパネル
　８０　　把手
　９０　　鍵

【図１】

【図２】

【図３Ａ】
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【図５Ａ】 【図５Ｂ】

【図６】
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【図７】

【図８】

【図９】
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